
　

ス
ク
リ
ー
ン
に
次
々
と
映
し
出
さ

れ
る
数
値
や
グ
ラ
フ
に
、
驚
き
の
声

が
上
が
る
。

　
「
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
、
工
場

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
状
況
が
一
目

で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

製
造
部
門
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

が
確
認
で
き
る
ほ
か
、
過
去
の
実
績

と
の
比
較
や
、
特
定
期
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
省
エ
ネ
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
」

　

10
月
下
旬
の
福
岡
県
北
九
州
市
、

衛
生
陶
器
や
洗
面
器
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ

ッ
ト
の
製
造
で
知
ら
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

株
式
会
社
の
小
倉
第
一
工
場
を
、
南

米
４
カ
国
９
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員

が
訪
問
し
た
。彼
ら
は
、
主
に
各
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
行
政
に
携
わ
る
行
政
官

た
ち
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
財
団
法
人
北
九

州
国
際
技
術
協
力
協
会
と
と
も
に
実

施
す
る
研
修
「
メ
ル
コ
ス
ー
ル
地
域

※
1
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」に
参
加
し

て
い
る
。日
本
の
省
エ
ネ
行
政
や
技

術
を
学
び
、
自
国
の
対
策
に
役
立
て

る
の
が
目
的
だ
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
や
広
告

塔
の
夜
間
照
明
短
縮
化
、
太
陽
熱
高

反
射
塗
料
※
２
の
採
用
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
努
力
を

続
け
て
い
る
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
。環
境
負
荷

の
軽
減
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
製

造
過
程
で
生
じ
る
廃
棄
物
の
減
量
化

や
再
資
源
化
、
物
流
の
効
率
化
な
ど

に
努
め
て
お
り
、33
・
5
％
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量
削
減
も
達
成

し
て
い
る
（
２
０
０
８
年
度
・
国
内

グ
ル
ー
プ
合
計
・
対
1
9
9
0
年

比
）。「
省
エ
ネ
が
社
内
文
化
と
し
て

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
」、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
浪
費
を
防
ご
う
と
、
細

か
い
点
に
ま
で
目
が
行
き
届
い
て
い

る
の
が
印
象
的
」と
、
効
率
化
さ
れ
た

製
造
工
程
な
ど
を
見
学
し
た
研
修
員

た
ち
が
感
想
を
口
に
す
る
。

　

経
済
成
長
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
急
増
や
国
際
的
な
原
油
価
格
の

高
騰
を
背
景
に
、近
年
、エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
メ

ル
コ
ス
ー
ル
各
国
。大
規
模
な
計
画

停
電
や
企
業
向
け
天
然
ガ
ス
な
ど
の

一
時
供
給
停
止
と
い
っ
た
措
置
が
取

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、ウ
ル
グ
ア
イ
、パ

ラ
グ
ア
イ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
輸
入

に
依
存
す
る
国
で
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
や
家
庭
用
ガ
ス
な
ど
の
値
上
げ

が
国
民
生
活
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い

る
。

　

研
修
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
の
北
九
州

国
際
技
術
協
力
協
会
・
川
口
健
二
さ

ん
は
、「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
苦
い
経

験
を
生
か
し
、
日
本
は
一
丸
と
な
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
に
努
め

て
き
た
。そ
の
過
程
や
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
の
成
果
を
学
ん
で
も
ら
い
、
自

国
で
の
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。

　

講
義
で
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

情
や
省
エ
ネ
法
の
体
系
な
ど
を
学
ん

だ
研
修
員
た
ち
。東
京
で
は
、
経
済
産

業
省
、国
土
交
通
省
を
訪
れ
、ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
方
式
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度

と
い
っ
た
省
エ
ネ
政
策
や
、
交
通
・

物
流
な
ど
運
輸
部
門
に
お
け
る
地
球

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

ま
た
、
ビ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
手
掛
け
る
株
式
会
社
山
武
が
、
自

社
の
省
エ
ネ
対
策
や
技
術
を
結
集
さ

せ
た
省
エ
ネ
モ
デ
ル
事
業
所
と
し
て

一
般
公
開
し
て
い
る
「
藤
沢
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
」（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
を

訪
問
。一
つ
一
つ
の
照
明
を
プ
ル
ス

イ
ッ
チ（
ひ
も
）で
こ
ま
め
に
消
灯
す

る
オ
フ
ィ
ス
で
の
取
り
組
み
や
、
空

調
室
外
機
の
効
率
向
上
、
ト
イ
レ
用

洗
浄
水
と
し
て
の
雨
水
の
再
利
用
、

照
明
や
空
調
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
・
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、ち
ょ
っ
と

し
た
行
動
で
で
き
る
も
の
か
ら
先
端

技
術
を
駆
使
し
た
も
の
ま
で
、
幅
広

い
省
エ
ネ
対
策
の
事
例
を
視
察
し
た
。

　

さ
ら
に
、
廃
棄
物
を
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
分
野
の
原
料
と
し
て
活
用
し
、

最
終
的
に
廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
す「
エ

コ
タ
ウ
ン
事
業
」を
進
め
て
い
る
北
九

州
市
で
は
、
廃
棄
さ
れ
た
自
動
車
や

空
き
缶
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を

見
学
。福
岡
県
福
岡
市
で
は
、
省
エ
ネ

施
策
の
一
つ
と
し
て
市
が
設
け
た

「
建
築
物
の
環
境
性
能
評
価
」
に
関
す

る
制
度
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

　
「
法
制
度
の
構
築
や
各
企
業
、
自
治

体
の
努
力
な
ど
、
日
本
の
省
エ
ネ
へ

の
取
り
組
み
を
体
系
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
」と

話
す
の
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
家
エ

ネ
ル
ギ
ー
局
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
の

品
質
管
理
を
担
当
す
る
エ
ル
ナ
ン
・

フ
ル
タ
ロ
さ
ん
。07
年
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
的
利
用
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、

民
間
部
門
か
ら
産
業
部
門
ま
で
国
を

挙
げ
た
省
エ
ネ
へ
の
努
力
が
続
い
て

い
る
。「
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
っ
て

共
有
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
材
料

と
し
て
い
き
た
い
」と
意
欲
的
だ
。

　

人
と
地
球
に
優
し
い
省
エ
ネ
社
会

を
つ
く
ろ
う
と
、メ
ル
コ
ス
ー
ル
地
域

全
体
が
歩
み
を
始
め
て
い
る
。地
球
の

反
対
側
の
日
本
で
、そ
の
実
現
に
向
け

た
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
研
修
員
た

ち
。そ
の
肩
に
は
、
周
囲
か
ら
の
大
き

な
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。

地
域
全
体
で
高
ま
る

省
エ
ネ
の
機
運

企
業
、自
治
体
の
努
力
や

法
制
度
か
ら
学
ぶ
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「世界最高レベルの省エネをこの目で確かめたい」
エネルギー不足への懸念が高まりつつある南米地域から、
今後の省エネ対策を担う行政官たちが来日した。

ＪＩＣＡの研修に参加した彼らが、日本の経験から得たものとは。

TOTO小倉第一工
場を訪れた研修員。
ここから生まれる製
品にも、多くの省エ
ネ、節水技術が生か
されている

特集

世界にきらめく
日本の省エネ技術

※1 ブラジル・アルゼンチン・パラグアイ・ウルグアイの４カ国で結ば
れた関税同盟のことで、「南米南部共同市場」と呼ばれる。
※2 太陽光に含まれる赤外線領域のエネルギーを反射し、建物に
侵入する熱を削減できる塗料。

（上）山武の「藤沢テクノセンター」にある建物の壁面に
は、直射日光を遮断して日陰を作るルーバーが設けられて
いる
（下）TOTOの工場構内には、建物の屋根に設置された
太陽光発電システムの発電量と、CO2削減量を示す電
光掲示板が設置されている

九州電力株式会社新小倉発電所の
中央制御室では、電力の供給・運転管
理の現場を視察

日本の省エネ経験を南米の国々へ
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